
令和５（2023）年令和５（2023）年第807号広報あやべ
令和４年の綾部市政
障害に理解を
マイナンバーカード
農業委員等を募集
あやべイルミネーション
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新年の決意新たに
　快晴に恵まれた元日、上野町の藤山公園で「元旦寺山山頂
国旗掲揚式」が開催されました。参加者約１５０人の笑顔が
初日の出に照らされました。
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く
安
全
性
が
向
上
し
ま
し
た
＝
写
真
⑥

【（
仮
称
）駅
北
複
合
施
設
着
工
】
11
月
、

（
仮
称
）
駅
北
複
合
施
設
の
整
備
工
事

が
、
青
野
町
の
Ｊ
Ｒ
綾
部
駅
北
側
で
始

ま
り
ま
し
た
。
本
年
秋
に
、
図
書
館
と

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
、
地
域
交

流
施
設
の
３
つ
の
機
能
を
持
つ
複
合
施

設
が
誕
生
し
ま
す
＝
写
真
④

１
月
あ
や
べ
球
場
の
愛
称
が「
あ
や
べ
・

日
東
精
工
ス
タ
ジ
ア
ム
」
に
決
定
▽
令

和
３
年
交
通
安
全
功
労
等
の
特
別
表
彰

を
受
賞
２
月
山
崎
市
政
４
期
目
に
▽
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
住
民

票
の
写
し
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
開
始

▽
京
都
広
報
賞
１
枚
写
真
の
部
で
、
本

紙
９
月
号
の
表
紙
が
知
事
賞
を
受
賞
３

月
市
Ｐ
Ｒ
動
画
を
配
信
▽
綾
部
警
察
署

上
林
駐
在
所
が
、
八
津
合
町
の
い
き
い

き
セ
ン
タ
ー
と
市
消
防
署
上
林
出
張
所

の
隣
に
新
築
移
転
＝
写
真
⑩
４
月
本
市

が
過
疎
法
に
基
づ
き
過
疎
地
域
に
指
定

▽
あ
や
べ
丹
の
国
ま
つ
り
が
３
年
ぶ
り

に
開
催
＝
写
真
⑦
５
月
市
と
ゼ
ン
リ
ン

関
西
支
社
が
災
害
時
に
お
け
る
地
図
製

品
等
の
供
給
等
に
関
す
る
協
定
を
締
結

▽
西
八
田
小
学
校
と
志
賀
小
学
校
が
、

青
野
町
の
あ
や
べ
健
康
プ
ラ
ザ
水
夢
で

水
泳
授
業
を
開
始
６
月
中
学
生
〝
み
ら

い
〞
会
議
を
開
催
７
月
あ
や
べ
水
無
月

ま
つ
り
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
＝
写
真
⑧

８
月
豊
里
分
団
が
第
28
回
京
都
府
消
防

操
法
大
会
（
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
）
で

３
位
に
入
賞
＝
写
真
③
▽
市
議
会
議
員

18
人
決
ま
る
９
月
市
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
＝
写
真
⑨
10
月
あ
や
べ
産
業
ま
つ

り
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
▽
あ
や
べ
市
民

大
学
開
講
11
月
全
国
茶
品
評
会
で
綾
部

市
が
２
年
連
続
産
地
賞
受
賞
＝
写
真
⑤

▽
あ
や
べ
水
源
の
里
フ
ェ
ス
タ
を
初
開

催
12
月
京
都
労
働
局
と
綾
部
市
雇
用
対

策
協
定
を
締
結
＝
本
紙
９
面
参
照

【
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
施

行
】
誰
も
が
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら

し
て
い
け
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
、

４
月
に
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

を
施
行
し
ま
し
た
。

【
天
文
館
外
壁
と
広
場
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
】
４
月
、
天
文
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
記
念
し
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た

＝
写
真
②

【
綾
部
雨
水
ポ
ン
プ
場
が
完
成
】
４
月
、

綾
部
排
水
区
の
一
部
（
延
町
周
辺
）
の

内
水
対
策
と
し
て
、
市
が
平
成
29
年
度

か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
綾
部
雨
水
ポ

ン
プ
場
が
完
成
。
19
日
か
ら
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
＝
写
真
①

【
市
野
焼
き
火
災
対
策
連
絡
会
議
を
設

立
】
７
月
、
府
内
で
初
の
取
り
組
み
と

な
る
、
市
野
焼
き
火
災
対
策
連
絡
会
議

を
設
立
。
関
係
団
体
と
連
携
し
て
火
災

予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
大
町
バ
イ
パ
ス
が
一
部
開
通
】
８
月
、

府
道
小
浜
綾
部
線
の
大
町（
五
津
合
町
）

か
ら
片
山
（
八
津
合
町
）
ま
で
の
７
０

０
㍍
と
接
続
す
る
府
道
舞
鶴
和
知
線
の

３
０
０
㍍
を
供
用
開
始
。
見
通
し
も
よ

与
え
て
い
ま
す
。
本
市
は
こ
れ
ま
で
世

界
の
恒
久
平
和
を
市
是
と
し
て
歩
ん
で

き
ま
し
た
。
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成

の
第
一
に
は
、
平
和
を
守
る
こ
と
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
思

い
知
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
感
染
症
や
気
候
変
動
に
対
す

る
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
促

進
、
人
生
１
０
０
年
時
代
の
本
格
的
な

到
来
へ
の
対
応
な
ど
、
行
政
課
題
は
山

積
し
、
人
口
が
増
加
の
一
途
で
あ
っ
た

頃
や
、
経
済
が
高
度
成
長
を
遂
げ
た
頃

の
成
功
体
験
や
前
例
が
通
じ
な
い
時
代

で
あ
り
、
ど
こ
に
も
正
解
が
な
い
不
確

実
な
時
代
に
向
き
合
っ
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
と
り
わ
け
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
到
来

は
、
そ
の
技
術
の
恩
恵
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
心
豊
か
な
、
質
の
高
い
暮
ら
し

　
市
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
き
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
は
３
年
が
経
過
し
、
停
滞

し
て
い
た
社
会
経
済
活
動
は
創
意
工
夫

を
も
っ
て
動
き
出
し
、
よ
う
や
く
ウ
イ

ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代

に
移
り
つ
つ
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社

会
が
急
速
に
進
む
中
、
大
規
模
災
害
の

頻
発
や
感
染
症
の
ま
ん
延
な
ど
、
私
た

ち
は
今
、
未
曾
有
の
困
難
な
時
代
を
迎

え
て
い
る
と
同
時
に
、
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
も
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
よ
う
な
大
き
な
時
代
の
う

ね
り
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
は
今
も
な
お
罪
の
な
い
市
民
に

攻
撃
が
及
び
、
人
道
支
援
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
世
界
経
済
に
大
き
な
影
響
を

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
特
徴
を
生
か

し
、
本
市
の
実
情
に
即
し
た
課
題
解
決

や
地
域
づ
く
り
に
ど
う
結
び
つ
け
る
か

が
鍵
に
な
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
人
々
の
関
心
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
は
変

化
し
ま
す
。
時
代
の
流
れ
を
的
確
に
捉

え
、
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
効
率
的
な
行

政
運
営
に
努
め
つ
つ
、今
だ
け
で
な
く
、

綾
部
市
の
未
来
が
よ
り
一
層
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
で
あ
る
よ
う
、
市
政
の
舵
取

り
を
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
良
き
年
に
な
る
こ

と
を
願
う
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
多
幸

と
ご
健
勝
、
内
外
の
平
和
と
安
寧
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

令和５年

年頭のごあいさつ
綾部市長

そ
の
他
の
出
来
事

広
報
紙
で
振
り
返
る ―

令
和
４
年
の
綾
部
市
政

1
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む
中
、
大
規
模
災
害
の

頻
発
や
感
染
症
の
ま
ん
延
な
ど
、
私
た

ち
は
今
、
未
曾
有
の
困
難
な
時
代
を
迎

え
て
い
る
と
同
時
に
、
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
も
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
よ
う
な
大
き
な
時
代
の
う

ね
り
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
は
今
も
な
お
罪
の
な
い
市
民
に

攻
撃
が
及
び
、
人
道
支
援
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
世
界
経
済
に
大
き
な
影
響
を

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
特
徴
を
生
か

し
、
本
市
の
実
情
に
即
し
た
課
題
解
決

や
地
域
づ
く
り
に
ど
う
結
び
つ
け
る
か

が
鍵
に
な
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
人
々
の
関
心
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
は
変

化
し
ま
す
。
時
代
の
流
れ
を
的
確
に
捉

え
、
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
効
率
的
な
行

政
運
営
に
努
め
つ
つ
、今
だ
け
で
な
く
、

綾
部
市
の
未
来
が
よ
り
一
層
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
で
あ
る
よ
う
、
市
政
の
舵
取

り
を
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
良
き
年
に
な
る
こ

と
を
願
う
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
多
幸

と
ご
健
勝
、
内
外
の
平
和
と
安
寧
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

令和５年

年頭のごあいさつ
綾部市長

そ
の
他
の
出
来
事

広
報
紙
で
振
り
返
る ―

令
和
４
年
の
綾
部
市
政
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め
に
は
、
社
会
全
体
で
不
自
由
さ
を
改
善

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
の
特
性
に
理
解
を

　障
害
に
は
▽
視
覚
障
害
▽
聴
覚
言
語

障
害
▽
肢
体
不
自
由
▽
内
部
障
害
・
難

病
▽
精
神
障
害
▽
知
的
障
害
▽
発
達
障

害
▽
高
次
脳
機
能
障
害―

な
ど
多
様
な

種
類
と
特
性
が
あ
り
ま
す
。
障
害
の
あ

る
人
に
配
慮
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
障
害
の
特
性
を
理
解
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
＝
５
面
。

　ま
た
、
聴
覚
言
語
障
害
に
対
す
る
手

話
や
視
覚
障
害
に
対
す
る
点
字
な
ど
多

様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
も

あ
り
ま
す
。
本
市
は
、
広
報
紙
を
読
み

に
く
い
人
の
た
め
音
声
版
の
広
報
を
発

行
。
こ
の
ほ
か
、
手
話
奉
仕
員
や
要
約

筆
記
者
の
養
成
講
座
な
ど
を
実
施
し
、

誰
も
が
障
害
の
あ
る
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
よ
う
に
な
る
た

め
の
学
び
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
本
紙
の
手
話
コ
ー
ナ
ー
を
読
ん
だ

り
、
各
講
座
に
参
加
し
た
り
し
て
障
害

へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　
市
は
、
平
成
30
年
４
月
に
綾
部
市
手

話
言
語
の
確
立
及
び
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
促
進
に
関
す
る
条

例
を
制
定
。
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
な

が
ら
安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
「
共
生

社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

障
害
を
学
び
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
社

会
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

理
解
と
配
慮
で
社
会
の
障
害
を
減
ら
そ
う

　本
市
に
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
３
０

０
０
人
以
上
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
10
人
の
う
ち
一
人
に
何
ら
か
の
障

害
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
障
害
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
や
特
性
が
あ
り
ま

す
。
見
た
目
で
は
わ
か
ら
な
い
障
害
や

重
複
の
障
害
が
あ
る
人
も
い
ま
す
。

　障
害
の
あ
る
人
が
感
じ
る
困
難
は
、
心

身
の
機
能
障
害
に
よ
る
不
便
さ
だ
け
で
な

く
、
社
会
と
の
接
点
で
感
じ
る
不
自
由
が

多
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
障
害
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に
す
る
た

障害に理解を
考えよう！誰もが暮らしやすい共生社会

特性を理解し行動しよう
視覚障害
　視力や視野に障害があり生活に支障をきた
している状態。少し見える、明るさがわかる、
全く見えないなど個人差があります。白い杖
を持っている人もいます。
（こんなことが苦手）
・「あそこ」「向こう」などの説明がわからない
（こんなサポートを）
・「あなたの右１ｍ」など具体的に説明する
・手を引かず、肩や肘をつ
かんでもらいゆっくりと
誘導する
・説明している物に触れら
れるときは触れてもらう

精神障害
　ストレスなどの原因で脳に何らかの機能障害があり
日常生活が困難な状態。統合失
調症やうつ病なども含まれる。
（こんなことが苦手）
・状況の急変や騒がしい状態
（こんなサポートを）
・ゆっくりと相手に合わせて話す
・返事が返ってくるまで、ゆっくりと待つ
・軽い気持ちで「頑張って」などとは言わない

聴覚・言語障害
　聴覚障害は、まったく聞こえない、聞こえ
にくい、聞き取りができないなど。言語障害
は声が出ない、滑らかに話すことが難しいな
ど。
（こんなことが苦手）
・マスクをしている人の
話を聞き取る（口の動
きが見えない）
・早口で話す
（こんなサポートを）
・マスクを外して口元を
見せ、ゆっくりと話す
・手話や筆談などを利用
する

肢体不自由
　四肢や体幹の機能が損なわれ日常生活が困難な状態。
（こんなことが苦手）
・段差があり車いすなどで通れない
・届かないところに物やスイッチな
どがある

（こんなサポートを）
・何を必要としているのか本人に確
認する
・支援するときは必ず声をかける

発達障害

※上記は一例です。

本稿のイラストは平成
29年度に綾部中学校美
術部の皆さんに描いて
いただいたものです

インタビュー

本市の障害者数
（令和4年 3月末時点）

視覚

聴覚・平衡

音声・言語・そしゃく

肢体不自由

内部

知的

精神

208人

291人

31人

1,158人

711人

415人

405人

障害の種別 人数

あなたも
学んでみませんか？
〇要約筆記者養成講座
　耳が聞こえにくい人や聞こえない
人のために、話の内容を書いて伝え
る要約筆記の講座。全７回

〇手話奉仕員養成講座「入門課程」
　手話奉仕員を目標に、聴覚障害者
との関わりを通して手話の基礎を学
べます。全14回

詳しくは、
障害者支援課☎（42）4254まで

梅 木  久 代 さん（神宮寺町、73歳）
　２歳のときに病気で聴覚を失い、40歳のときに視覚障害（全盲）
になりました。目が見えず音も聞こえませんが触手話や点字など
でコミュニケーションを取っています。
　楽しみは、全国に100人以上いる友人とのメール。毎日時間を
決めて、情報交換しています。
　一人で自由に外出できないなどの困難や不安もありますが、自分
で家事もできますし、皆さんと大きく違わない生活をしています。
　社会には私のように障害がある人が誰かに助けられながらも普
通に楽しく暮らしていることを知って欲しい。また、一人ひとり
感じ方や困り事が違うことを理解して接してほしいです。

通訳者の手に触れ手話を読み取る「触手話」でインタビューに応じる梅木久代さん

要約筆記

編み物が得意な梅木さん。自分で編んだ
ベストがお気に入り

届いたメールは点字に変換して読み
ます

お手伝い
しましょうか？

はじめまして。
私の名前は
○○‥‥

本
当
に

聴
こ
え
る
の
よ…

怖
い
し
辛
い
の…

う
ん
う
ん

そ
れ
は
辛
い
ね

な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
ね

　生まれつき発達の偏りによって日常生活に困難をき
たしている。
（こんなことが苦手）
・急な予定の変更
・相手の気持ちを察する
（こんなサポートを）
・事前に今後の予定を説明する

　このデータ入力、
　早めにやっといて！
　このデータ入力、
　15時までに
　やっといて！
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　マイナポイント第２弾の対象となるマイナンバーカードの申請期
限が２月末まで延長となりました。これに伴い、マイナポイントの
申し込み期限も延長される予定です。
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サ
ー
ビ
ス
拡
大
中

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

本
人
確
認
書
類
や
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
利
用
で
き
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
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医
療
分
野
で
の
活
用
が
広
が
る
な
ど
、
ま
す
ま
す
便
利

に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
は
、現
委
員
の
任
期
が
本
年
７
月
19
日
に
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

各
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　こ
の
時
期
、
こ
の
年
の
出
来
事
を
い

ろ
ん
な
人
が
予
測
す
る
。
国
際
情
勢
や

政
治
・
経
済
の
行
方
、
ま
た
具
体
的
な

株
価
や
為
替
を
数
値
で
占
う
評
論
家
も

い
る
。
激
動
の
世
に
あ
っ
て
そ
の
根
拠

を
問
い
た
だ
し
た
く
も
な
る
が
、
控
え

め
に
見
て
も
こ
の
一
年
は
不
確
実
な
要

素
が
多
い
こ
と
に
思
い
至
る
。
一
国
の

リ
ー
ダ
ー
の
暴
挙
に
よ
っ
て
国
際
秩
序

が
大
混
乱
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
糧
の

需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
結
果
的
に
世

界
的
な
イ
ン
フ
レ
経
済
に
陥
っ
た
こ
と

は
記
憶
と
呼
ぶ
に
は
生
々
し
い
。
更
な

る
暴
挙
に
出
る
リ
ー
ダ
ー
の
出
現
や
新

た
な
感
染
症
の
可
能
性
も
あ
る
。
災
害

に
つ
い
て
も
日
本
列
島
の
ど
こ
か
で
毎

年
何
か
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
ん
な
思

い
を
巡
ら
せ
る
と
悲
観
的
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
が
、
足
元
に
眼
を
や
り
本
市

の
予
想
図
を
描
い
て
み
よ
う
。

　出
初
式
や
二
十
歳
の
集
い
等
、
恒
例

行
事
の
後
に
４
月
に
は
上
林
で
第
一
回

水
源
の
里
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
が
開
催
さ
れ

る
。
日
本
を
代
表
す
る
ト
レ
イ
ル
走
者

の
奥
宮
氏
主
催
で
５
０
０
人
以
上
の
参

加
者
が
里
山
を
駆
け
巡
る
。
今
後
、
ス

ポ
ー
ツ
観
光
の
目
玉
に
な
る
も
の
と
期

待
し
た
い
。
ま
た
秋
に
は
Ｊ
Ｒ
綾
部
駅

北
側
に
複
合
施
設
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

新
図
書
館
や
パ
ー
テ
ィ
ー
も
可
能
な
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
子
育
て
支

援
機
能
を
有
す
る
待
望
の
施
設
だ
。
ま

た
市
道
宮
代
豊
里
線
の
踏
切
改
良
と
拡

幅
、
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
の
建
て

替
え
工
事
も
間
も
な
く
完
成
。
国
・
府

の
事
業
と
し
て
は
並
松
町
の
築
堤
、
国

道
27
号
の
肥
後
橋
の
拡
幅
、
環
状
道
路

の
一
部
と
な
る
府
道
安
場
田
野
線
等
の

改
良
工
事
も
着
手
予
定
で
あ
る
。

　一
方
で
私
の
抱
負
は
、
と
問
わ
れ
れ

ば―

。
鳥
の
眼
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
情
勢

を
俯
瞰
し
な
が
ら
、
虫
の
眼
で
も
っ
て

地
域
に
根
差
し
た
事
業
を
着
実
に
進
め

る
こ
と
。
更
に
は
魚
の
眼
で
水
の
流
れ

の
如
く
変
化
す
る
時
代
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
を
敏
感
に
感
じ
取
っ
て
、
事
前
の
一

策
を
講
じ
る
こ
と
。
そ
し
て
何
よ
り
も

行
政
の
基
本
は
危
機
管
理
。
住
民
の
命

と
財
産
を
守
る
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
今
年
も
気
の
抜
け
な
い
一

年
に
な
る
。
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長
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２
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８
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７
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３
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。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
＝
担
当
区

域
の
▽
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消

を
推
進
▽
農
地
の
利
用
状
況
調
査
や
利

用
意
向
調
査
に
よ
る
農
地
の
出
し
手
と

受
け
手
の
把
握
▽
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※カード自体に個人の医療情報は入ってい
ません。情報を閲覧するには、４桁の暗
証番号が必要です

スマホでの
申告書の作成は
こちらから

スマホで保険証利用
を申し込むには
準備するもの
・マイナンバーカード
・カード取得時に設定した数字４桁の暗証
　番号
・カードを読み取れるスマホ

利用登録（事前登録）
①「マイナポータル」アプリ
　をインストール
②「健康保険証利用申込」を
　押す
③利用規約などを確認して
　同意
④数字４桁の暗証番号を入力
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iOS版

Android版

市・府民税、所得税の申告受付・相談マイナポイント付与対象となる
マイナンバーカードの申請期限が延長となりました

期　間／２月16日～３月15日
　　　　※土・日曜日、祝日除く
時　間／午前９時～正午、午後１時～４時
　　　 （開場は午前８時30分～）
場　所／市役所まちづくりセンター２階
※持ち物など詳しくは、本紙12面をご覧く
　ださい
問い合わせ／税務課市民税担当 ☎（42）4235

※上記は、2023年1月4日時点の情報です。
　最新情報は、QRコードから確認してください▶

マイナンバーカードの申請期限
2022年12月末 2023年２月末

マイナポイントの申込み期限

延長

後日発表
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況
調
査
や
利

用
意
向
調
査
に
よ
る
農
地
の
出
し
手
と

受
け
手
の
把
握
▽
担
い
手
へ
の
農
地
の

利
用
集
積―

な
ど
を
行
い
ま
す
。

 

報
酬

　
綾
部
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
に
基
づ
く
額

 

応
募
方
法

　
募
集
要
項
を
参
照
の
上
、
推
薦
書
か

応
募
書
を
募
集
期
間
内
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
募
集
要
項
・
所
定
の
様
式
は

農
政
課
・
農
業
委
員
会
事
務
局
に
用
意

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
６
２
３‐

８
５
０
１
綾
部
市
若
竹
町

８
番
地
の
１

農
業
委
員
＝
農
政
課
管
理
担
当

電
話（
42
）４
２
６
６

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
＝
農
業
委

員
会
事
務
局

電
話（
42
）４
２
６
９

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

　
　
　
　
　
　
　推
進
委
員
を
募
集

保
険
証
利
用
で
医
療
の
質
が
向
上

　
昨
年
10
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
以
下
、
カ
ー
ド
）
の
保
険
証

利
用
が
開
始
。
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し

て
使
う
と
、
本
人
の
同
意
が
あ
れ
ば
、

過
去
の
診
察
記
録
や
処
方
さ
れ
た
薬
の

情
報
な
ど
を
医
師
等
と
共
有
で
き
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
初
め
て
受
診
す
る

医
療
機
関
や
薬
局
で
も
、
正
確
な
情
報

に
基
づ
い
て
適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
ま
た
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
で
、

自
身
の
服
薬
情
報
や
特
定
健
診
の
記
録

な
ど
の
確
認
が
可
能
。
健
康
管
理
に
役

立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る

に
は
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
下
、
ス
マ
ホ
）
の

ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
や
「
セ
ブ
ン
銀
行
Ａ

Ｔ
Ｍ
」
で
も
手
続
き
で
き
ま
す
。

税
の
申
告
も
簡
単
に

　
カ
ー
ド
と
パ
ソ
コ
ン
や
２
次
元
バ
ー

コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
る
ス
マ
ホ
が
あ
れ

ば
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定
申

告
書
作
成
画
面
で
、
案
内
に
従
っ
て
金

額
等
を
入
力
す
る
だ
け
で
申
告
書
を
作

成
し
て
ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ
で
提
出
で
き
ま
す
。

　
カ
ー
ド
の
活
用
の
場
は
、
今
後
も
拡

大
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
だ
カ
ー
ド
を

取
得
し
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
申
請

し
ま
し
ょ
う
。※カードは「マイナ受付」のステッカーや

ポスターが貼られている医療機関・薬局
で利用できます。なお、従来の保険証も
引き続き使えます
※カード自体に個人の医療情報は入ってい
ません。情報を閲覧するには、４桁の暗
証番号が必要です

スマホでの
申告書の作成は
こちらから

スマホで保険証利用
を申し込むには
準備するもの
・マイナンバーカード
・カード取得時に設定した数字４桁の暗証
　番号
・カードを読み取れるスマホ

利用登録（事前登録）
①「マイナポータル」アプリ
　をインストール
②「健康保険証利用申込」を
　押す
③利用規約などを確認して
　同意
④数字４桁の暗証番号を入力
　し、スマホにカードをかざ
　して読み取り開始ボタン
　を押す

カードの利用方法
・保険証として
　医療機関や薬局の窓口で、専用のカー
　ドリーダー（読み取り機）にカードを
　かざす
・健康管理に
　マイナポータルにログインし「わたしの
　情報」を押すと医療情報などが閲覧で
　きる

iOS版

Android版

市・府民税、所得税の申告受付・相談マイナポイント付与対象となる
マイナンバーカードの申請期限が延長となりました

期　間／２月16日～３月15日
　　　　※土・日曜日、祝日除く
時　間／午前９時～正午、午後１時～４時
　　　 （開場は午前８時30分～）
場　所／市役所まちづくりセンター２階
※持ち物など詳しくは、本紙12面をご覧く
　ださい
問い合わせ／税務課市民税担当 ☎（42）4235

※上記は、2023年1月4日時点の情報です。
　最新情報は、QRコードから確認してください▶

マイナンバーカードの申請期限
2022年12月末 2023年２月末

マイナポイントの申込み期限

延長

後日発表

ふ 

か
ん



　市と京都労働局（赤松俊彦局長）は12月19
日、市役所で綾部市雇用対策協定締結式を行
いました。
　同協定は、市と労働局が緊密に連携し、市
内事業所の労働環境の改善や人材確保、市民
の雇用の安定を図るもの。この協定を機に今
後、市役所での定期的な出張ハローワークの
開催などに取り組みます。
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市と京都労働局が雇用対策協定を締結

卒業証書に使う和紙を自分の手で
　卒業を迎える市内の小学６年生は、卒業証書
に使う和紙を自分の手ですきます。十倉名畑町
の黒谷和紙工芸の里で12月８日、吉美小学校の
児童38人が、黒谷和紙の歴史などの説明を受け
たあと、和紙すきを体験しました。同校の桝井
琥月くんは「最後の水切りが重くて難しかった
けど、きれいにできてうれしかった」と話しま
した。

広場を彩る色鮮やかな葉ぼたん
　12月９日から11日まで市シルバー人材センター主催
の「第30回市民葉ぼたん展」が青野町のあやべグンゼ
スクエアで開催されました。愛好家44人と１団体から
157点の出展があり、一般・踊り・創作の３部門に分け
て展示。丹精込めて育てられた色鮮やかな葉ぼたんが
広場を彩り、来場者を楽しませました。

こう   が

あやべイルミネーション

フォトレポート
　冬は空気が澄み渡り、イルミネー
ションが映える季節。市内各所が
鮮やかに彩られました。

◀▲綾部夢（ドリム）ライト2022
　　（青野町）

▲西町商店街（西町）

◀仁和町イルミネーション
　（仁和町）

◀井倉イルミネーション（井倉町）

上原町竹あかり（上原町）▶

　里町の天文館で12月27日と28日、お正月の
ミニ飾り教室が開催されました。参加した親
子連れは、ワラや竹、松など自然の材料を使
って、ミニサイズのしめ縄飾りや門松を作り
上げました。綾部中学校２年生の稲垣友菜さ
んは「自由自在に作ることができて楽しかっ
た」と笑顔でした。

願いを込めて正月飾りを作成

　市と京都労働局（赤松俊彦局長）は12月19
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見
え
な
い
差
別
に
目
を
向
け
る

　講
師
の
土
田
さ
ん
は
長
年
、
大
阪
府

の
中
学
校
で
同
和
教
育
を
実
践
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
「
平
等
に
は

『
機
会
の
平
等
』
と
『
結
果
の
平
等
』

が
あ
る
。
同
様
に
、
不
平
等
も
２
種
類

あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
説

明
。
さ
ら
に
「
こ
の
う
ち
『
結
果
の
不

平
等
』
は
、
目
に
見
え
な
い
差
別
に
よ

る
も
の
。
一
人
ひ
と
り
異
な
る
環
境
で

育
つ
た
め
差
別
と
し
て
認
識
さ
れ
に
く

い
が
、
本
人
の
能
力
だ
け
で
は
ど
う
に

も
で
き
な
い
格
差
が
あ
る
。
そ
れ
を
埋

め
な
け
れ
ば
本
当
の
平
等
な
社
会
に
は

な
ら
な
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

人
権
問
題
を
学
び
行
動
へ

　「自
分
が
認
識
し
て
い
な
い
差
別
意

識
に
気
付
き
、
一
つ
ず
つ
対
処
す
る
こ

と
で
社
会
か
ら
差
別
が
な
く
な
っ
て
い

く
」
と
土
田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
ま
た

「
人
権
（
同
和
問
題
）
学
習
を
通
し
て

差
別
の
構
造
を
学
び
、
自
分
に
は
何
が

で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
。
そ

し
て
、
身
に
付
け
た
知
識
を
、
差
別
解

消
に
向
け
た
主
体
的
な
行
動
へ
つ
な
げ

る
。
こ
う
し
た
個
人
の
実
践
の
積
み
重

ね
が
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を

つ
く
っ
て
い
く
」
と
話
し
「
人
権
問
題

を
正
し
く
理
解
し
た
上
で
、
差
別
を
し

な
い
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

12
月
８
日
に
開
催
さ

れ
た
第
５
回
人
権
を
考

え
る
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑨
第
５
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る

「
人
権
文
化
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

大
阪
多
様
性
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

共
同
代
表
　土
田
光
子
さ
ん

11 10

つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ

　
　ワ
ク
チ
ン

教えて！
３
回
目
接
種
以
降
の
年
齢
引
き
下
げ

　モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目

以
降
の
接
種
の
対
象
年
齢
が
「
18
歳
以

上
」
か
ら
「
12
歳
以
上
」
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。
市
内
の
接
種
会
場
は
綾

部
ル
ネ
ス
病
院
（
大
島
町
）
で
す
。
対

象
者
は
市
町
村
が
発
行
す
る
、
３
・
４
・

５
回
目
の
接
種
券
を
持
つ
12
歳
以
上
の

府
民
か
府
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る

人
。
た
だ
し
、
最
終
接
種
か
ら
３
カ
月

以
上
経
過
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
12
〜
15
歳
は
保
護
者
の
同

意
と
同
伴
が
必
要
で
す
。

　綾
部
ル
ネ
ス
病
院
で
、
モ
デ
ル
ナ
社

製
ワ
ク
チ
ン
を
希
望
す
る
人
は
、
第
一

土
曜
日
を
除
く
土
曜
日
に
、
ノ
バ
バ
ッ

ク
ス
社
製
ワ
ク
チ
ン
を
希
望
す
る
人
に

は
、
第
一
土
曜
日
（
い
ず
れ
も
午
後
０

時
30
分
〜
１
時
30
分
）
に
接
種
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　な
お
、
医
療
機
関
で
は
予
約
で
き
ま

せ
ん
。
医
療
機
関
へ
の
問
い
合
わ
せ
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
予
約
は
、
府
Ｗ
Ｅ

Ｂ
シ
ス
テ
ム
か
府
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場

予
約
・
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
。
詳

し
く
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

接
種
予
約
は
お
早
め
に

　本
市
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ

ン
接
種
率
は
、
50
歳
以
上
で
５
割
超
え

て
い
る
の
に
対
し
、
20
〜
30
歳
代
は
２

割
程
度
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
12
月
末

の
時
点
で
、
国
が
定
め
る
接
種
期
限
は

来
年
３
月
ま
で
で
す
。
接
種
を
希
望
す

る
人
は
早
め
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

今月の手話

バス

駅

両手の親指を立て、人差し指の指
先を向かい合わせて両手同時に前
へ出す（バスの正面の形を表す）

片手の手のひらを上に
向け、もう一方の親指
と人差し指で挟む（切
符を切る様子）

〈各種問い合わせ先〉
□京都府ワクチン接種会場
　予約・相談コールセンター
　☎0570（030）280
　午前９時～午後７時（月～土曜日）
　午前９時～午後５時30分（日曜日）

□個別接種の問い合わせ
　綾部市新型コロナワクチン接種コールセンター
　☎（42）0020　F（42）5488
　午前８時45分～午後５時15分
　（土・日曜日・祝日除く）

ＪＲ

右手の親指は少し曲げて、伸
ばした人差し指に中指を絡ま
せて手を前に出す

結果の不平等＝ある集団（歴史的・社会的に
差別を受けてきた集団等）が他の集団より、
平均所得や進学率などが低いといった状況が
あること

JR

　山家藩が廃止されて150年余り。山家城跡・山家陣
屋跡に関するさまざまな文化財を近年の調査成果とと
もに紹介します。

＜問い合わせ＞ 
 資料館（月曜日休館）
 ☎(43)1366
 F(43)2134

綾部市資料館春季企画展

３月17日(金)～５月17日(水)
午前９時～午後５時（最終日は正午まで）日 時

資料館（里町）場 所

無料入場料

・展示解説 ３月26日(日)、５月３日(水・祝) 午後２時～
・｢戦国武将に変身！」甲冑レプリカを着て戦国武将になろう。
　（小学生対象）５月３日(水・祝）開館時間中

イベント

今に伝わる山家城・山家陣屋

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
市

へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
の

視
点
か
ら
、
市
内
12
地
区
を

順
番
に
紹
介
し
ま
す
。

き
っ
か
け
は
娘
の
「
綾
部
愛
」

も
と
も
と
地
方
移
住
へ
の
思
い
は
強

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
10
年
前
に

結
婚
し
て
綾
部
に
住
む
娘
の
「
綾
部

愛
」
に
気
圧
さ
れ
移
住
を
決
意
。
以
前

住
ん
で
い
た
西
宮
市
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で

は
住
民
と
の
会
話
が
と
て
も
少
な
く
、

寂
し
さ
を
感
じ
て
い
た
こ
と
も
要
因
で

し
た
。
移
住
し
て
１
年
半
、
今
で
は
国

際
交
流
協
会
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
シ
ニ

ア
部
へ
の
参
加
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
主
催

な
ど
多
く
の
人
と
の
交
流
を
通
じ
て

日
々
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

緑
が
豊
か
で
静
か
な
地
域

綾
部
地
区
は
市
内
で
も
人
口
の
多
い

場
所
で
す
が
、静
か
で
過
ご
し
や
す
く
、

買
い
物
に
も
困
ら
ず
、
快
適
な
環
境
で

す
。
地
元
の
人
と
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ

ー
ク
で
散
歩
に
出
か
け
た
り
、
藤
山

（
寺
山
）
に
登
っ
た
り
し
て
関
係
を
深

め
な
が
ら
、
身
近
に
自
然
が
あ
る
暮
ら

し
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
い

特
に
気
に
入
っ
て
い
る
場
所
は
、
毎

日
の
散
歩
に
訪
れ
る
山
の
神
神
社
と
周

辺
の
道
。
高
台
か
ら
の
美
し
い
眺
望
は

最
高
で
す
。
昨
年
は
、
ド
イ
ツ
に
関
心

の
あ
る
人
を
募
っ
て
親
睦
会
を
始
め
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
と
関
わ

り
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
を
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。

綾
部
地
区

「清らかな空気が流れる山の神神社は、訪れるたびに心癒さ
れます」と岡本さん

岡本 博之さん
（神宮寺町）

WEB予約

見
え
な
い
差
別
に
目
を
向
け
る

　講
師
の
土
田
さ
ん
は
長
年
、
大
阪
府

の
中
学
校
で
同
和
教
育
を
実
践
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
「
平
等
に
は

『
機
会
の
平
等
』
と
『
結
果
の
平
等
』

が
あ
る
。
同
様
に
、
不
平
等
も
２
種
類

あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
説

明
。
さ
ら
に
「
こ
の
う
ち
『
結
果
の
不

平
等
』
は
、
目
に
見
え
な
い
差
別
に
よ

る
も
の
。
一
人
ひ
と
り
異
な
る
環
境
で

育
つ
た
め
差
別
と
し
て
認
識
さ
れ
に
く

い
が
、
本
人
の
能
力
だ
け
で
は
ど
う
に

も
で
き
な
い
格
差
が
あ
る
。
そ
れ
を
埋

め
な
け
れ
ば
本
当
の
平
等
な
社
会
に
は

な
ら
な
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

人
権
問
題
を
学
び
行
動
へ

　「自
分
が
認
識
し
て
い
な
い
差
別
意

識
に
気
付
き
、
一
つ
ず
つ
対
処
す
る
こ

と
で
社
会
か
ら
差
別
が
な
く
な
っ
て
い

く
」
と
土
田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
ま
た

「
人
権
（
同
和
問
題
）
学
習
を
通
し
て

差
別
の
構
造
を
学
び
、
自
分
に
は
何
が

で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
。
そ

し
て
、
身
に
付
け
た
知
識
を
、
差
別
解

消
に
向
け
た
主
体
的
な
行
動
へ
つ
な
げ

る
。
こ
う
し
た
個
人
の
実
践
の
積
み
重

ね
が
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を

つ
く
っ
て
い
く
」
と
話
し
「
人
権
問
題

を
正
し
く
理
解
し
た
上
で
、
差
別
を
し

な
い
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

12
月
８
日
に
開
催
さ

れ
た
第
５
回
人
権
を
考

え
る
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑨
第
５
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る

「
人
権
文
化
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

大
阪
多
様
性
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

共
同
代
表
　土
田
光
子
さ
ん

11 10

つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ

　
　ワ
ク
チ
ン

教えて！
３
回
目
接
種
以
降
の
年
齢
引
き
下
げ

　モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目

以
降
の
接
種
の
対
象
年
齢
が
「
18
歳
以

上
」
か
ら
「
12
歳
以
上
」
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。
市
内
の
接
種
会
場
は
綾

部
ル
ネ
ス
病
院
（
大
島
町
）
で
す
。
対

象
者
は
市
町
村
が
発
行
す
る
、
３
・
４
・

５
回
目
の
接
種
券
を
持
つ
12
歳
以
上
の

府
民
か
府
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る

人
。
た
だ
し
、
最
終
接
種
か
ら
３
カ
月

以
上
経
過
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
12
〜
15
歳
は
保
護
者
の
同

意
と
同
伴
が
必
要
で
す
。

　綾
部
ル
ネ
ス
病
院
で
、
モ
デ
ル
ナ
社

製
ワ
ク
チ
ン
を
希
望
す
る
人
は
、
第
一

土
曜
日
を
除
く
土
曜
日
に
、
ノ
バ
バ
ッ

ク
ス
社
製
ワ
ク
チ
ン
を
希
望
す
る
人
に

は
、
第
一
土
曜
日
（
い
ず
れ
も
午
後
０

時
30
分
〜
１
時
30
分
）
に
接
種
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　な
お
、
医
療
機
関
で
は
予
約
で
き
ま

せ
ん
。
医
療
機
関
へ
の
問
い
合
わ
せ
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
予
約
は
、
府
Ｗ
Ｅ

Ｂ
シ
ス
テ
ム
か
府
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場

予
約
・
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
。
詳

し
く
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

接
種
予
約
は
お
早
め
に

　本
市
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ

ン
接
種
率
は
、
50
歳
以
上
で
５
割
超
え

て
い
る
の
に
対
し
、
20
〜
30
歳
代
は
２

割
程
度
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
12
月
末

の
時
点
で
、
国
が
定
め
る
接
種
期
限
は

来
年
３
月
ま
で
で
す
。
接
種
を
希
望
す

る
人
は
早
め
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

今月の手話

バス

駅

両手の親指を立て、人差し指の指
先を向かい合わせて両手同時に前
へ出す（バスの正面の形を表す）

片手の手のひらを上に
向け、もう一方の親指
と人差し指で挟む（切
符を切る様子）

〈各種問い合わせ先〉
□京都府ワクチン接種会場
　予約・相談コールセンター
　☎0570（030）280
　午前９時～午後７時（月～土曜日）
　午前９時～午後５時30分（日曜日）

□個別接種の問い合わせ
　綾部市新型コロナワクチン接種コールセンター
　☎（42）0020　F（42）5488
　午前８時45分～午後５時15分
　（土・日曜日・祝日除く）

ＪＲ

右手の親指は少し曲げて、伸
ばした人差し指に中指を絡ま
せて手を前に出す

結果の不平等＝ある集団（歴史的・社会的に
差別を受けてきた集団等）が他の集団より、
平均所得や進学率などが低いといった状況が
あること

JR

　山家藩が廃止されて150年余り。山家城跡・山家陣
屋跡に関するさまざまな文化財を近年の調査成果とと
もに紹介します。

＜問い合わせ＞ 
 資料館（月曜日休館）
 ☎(43)1366
 F(43)2134

綾部市資料館春季企画展

３月17日(金)～５月17日(水)
午前９時～午後５時（最終日は正午まで）日 時

資料館（里町）場 所

無料入場料

・展示解説 ３月26日(日)、５月３日(水・祝) 午後２時～
・｢戦国武将に変身！」甲冑レプリカを着て戦国武将になろう。
　（小学生対象）５月３日(水・祝）開館時間中

イベント

今に伝わる山家城・山家陣屋

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
市

へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
の

視
点
か
ら
、
市
内
12
地
区
を

順
番
に
紹
介
し
ま
す
。

き
っ
か
け
は
娘
の
「
綾
部
愛
」

も
と
も
と
地
方
移
住
へ
の
思
い
は
強

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
10
年
前
に

結
婚
し
て
綾
部
に
住
む
娘
の
「
綾
部

愛
」
に
気
圧
さ
れ
移
住
を
決
意
。
以
前

住
ん
で
い
た
西
宮
市
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で

は
住
民
と
の
会
話
が
と
て
も
少
な
く
、

寂
し
さ
を
感
じ
て
い
た
こ
と
も
要
因
で

し
た
。
移
住
し
て
１
年
半
、
今
で
は
国

際
交
流
協
会
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
シ
ニ

ア
部
へ
の
参
加
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
主
催

な
ど
多
く
の
人
と
の
交
流
を
通
じ
て

日
々
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

緑
が
豊
か
で
静
か
な
地
域

綾
部
地
区
は
市
内
で
も
人
口
の
多
い

場
所
で
す
が
、静
か
で
過
ご
し
や
す
く
、

買
い
物
に
も
困
ら
ず
、
快
適
な
環
境
で

す
。
地
元
の
人
と
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ

ー
ク
で
散
歩
に
出
か
け
た
り
、
藤
山

（
寺
山
）
に
登
っ
た
り
し
て
関
係
を
深

め
な
が
ら
、
身
近
に
自
然
が
あ
る
暮
ら

し
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
い

特
に
気
に
入
っ
て
い
る
場
所
は
、
毎

日
の
散
歩
に
訪
れ
る
山
の
神
神
社
と
周

辺
の
道
。
高
台
か
ら
の
美
し
い
眺
望
は

最
高
で
す
。
昨
年
は
、
ド
イ
ツ
に
関
心

の
あ
る
人
を
募
っ
て
親
睦
会
を
始
め
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
と
関
わ

り
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
を
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。

綾
部
地
区

「清らかな空気が流れる山の神神社は、訪れるたびに心癒さ
れます」と岡本さん

岡本 博之さん
（神宮寺町）

WEB予約



介護予防から終末期までの
ライフサポートが、
私たちの仕事です。

LINEで相談！福祉の仕事のいろはのい
松寿苑「福祉のお仕事」相談窓口
ラインID　ayabeshojuen採用に関する情報をまとめた

ホームページをチェック！
https://ayabe-shojuen.com TEL080-8346-8052

問
同
課

　
☎（
42
）４
３
２
６

図
書
館
臨
時
休
館

　
図
書
館
は
、
年
に
一
度
の
蔵
書

点
検
の
た
め
、
次
の
期
間
休
館
し

ま
す
。

休
館
日
／
２
月
20
日（
月
）〜
28
日

（
火
）。
そ
の
他
／
休
館
中
の
本
の

返
却
は
、
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
返
却
ポ
ス
ト
は
、
時

間
に
関
係
な
く
利
用
で
き
ま
す
。

問
図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　
F（
42
）４
５
７
０

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
就
職
フ
ェ
ア

　
福
祉
職
場
就
職
フ
ェ
ア
実
行
委

員
会
は
、
き
ょ
う
と
福
祉
人
材
育

成
認
証
制
度
の
上
位
認
証
・
認
定

法
人
が
出
展
す
る
「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
就
職
フ
ェ
ア
」（
福
祉
関
連
合

同
就
職
説
明
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

予
約
不
要
、
入
場
無
料
で
す
。
多

数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
３
月
５
日（
日
）午
後
１
時

〜
４
時
30
分
。
場
所
／
み
や
こ
め

っ
せ
（
京
都
市
）。
対
象
／
学
生

（
令
和
６
年
３
月
卒
業
予
定
者

等
）、
一
般
求
職
者
、
福
祉
・
医

療
系
有
資
格
者
等
。
内
容
／
出
展

に
、
お
む
つ
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
「
確
認
書
」
を
発
行

し
ま
す
。
お
む
つ
代
の
医
療
費
控

除
が
初
め
て
の
人
は
、
主
治
医
の

｢

お
む
つ
使
用
証
明
書｣

が
必
要
で

す
。
障
害
者
・
特
別
障
害
者
控
除

／
65
歳
以
上
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
「
身
体

障
害
者
等
に
準
ず
る
」
と
市
が
認

定
し
た
人
に
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
６
１

人
権
教
育
講
演
会

　
市
人
権
教
育
推
進
連
絡
協
議
会

と
市
、
市
教
育
委
員
会
は
、
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向

け
、
人
権
教
育
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
／
２
月
18
日（
土
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
中
丹

文
化
会
館（
里
町
）。
演
題
／「
ひ

と
り
ぼ
っ
ち
の
い
な
い
ま
ち
づ
く

り
〜
高
槻
富
田
地
区
の
取
り
組
み

〜
」。
講
師
／
岡
本
工
介
さ
ん（
タ

ウ
ン
ス
ペ
ー
ス
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｗ
Ａ
Ｋ
業

務
執
行
理
事
兼
事
務
局
長
）。
そ

の
他
／
要
約
筆
記
あ
り
。
手
話
・

保
育
ル
ー
ム
を
希
望
す
る
場
合
は

１
月
31
日（
火
）ま
で
に
社
会
教
育

課
へ
。

業
」「
旅
館
業
」「
農
林
水
産
物
等

販
売
業
」「
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
等
」

の
用
に
供
す
る
一
定
規
模
以
上
の

設
備
を
令
和
４
年
12
月
19
日
以
降

に
取
得
等
し
た
場
合
、
そ
の
設
備

に
か
か
る
固
定
資
産
税
（
土
地
、

家
屋
、
償
却
資
産
）
に
つ
い
て
課

税
免
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
青
色
申
告
書
を
提
出

す
る
事
業
者
で
一
定
の
要
件
を
満

た
し
た
場
合
）。

課
税
免
除
の
期
間
／
対
象
と
な
る

固
定
資
産
を
取
得
等
し
た
日
以

降
、
初
め
て
課
税
さ
れ
る
べ
き
年

度
か
ら
３
年
度
分
。
申
請
／
毎
年

１
月
31
日
ま
で
に
申
請
書
と
必
要

書
類
を
添
付
し
、
税
務
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
４

確
定
申
告
に
必
要
な
書
類
を
発
行

　
市
は
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、
確

定
申
告
で
税
控
除
の
申
告
を
す
る

人
に
、
確
認
書
や
認
定
書
を
発
行

し
ま
す
。
発
行
は
無
料
で
す
。
必

要
な
人
は
、
該
当
す
る
か
ど
う
か

高
齢
者
支
援
課
で
事
前
に
確
認
の

上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
／
確
定

申
告
で
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

を
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
人

法
人
ブ
ー
ス
で
、
人
事
担
当
者
や

先
輩
職
員
か
ら
具
体
的
な
話
が
聞

け
ま
す
。
そ
の
他
／
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
配
慮
し

て
開
催
し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
シ
ス
テ
ム
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
参
加

も
で
き
ま
す
。

問
府
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
７
５（
２
５
２
）６
２
９
７

　
F
０
７
５（
２
５
２
）６
３
１
２

日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
を
相
談

し
ま
せ
ん
か

　
綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は

「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
家
族

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
同
じ

立
場
の
家
族
や
京
都
府
こ
こ
ろ
の

健
康
推
進
員
が
、
精
神
障
害
者
の

い
る
家
族
が
持
つ
日
ご
ろ
の
悩
み

な
ど
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
２
月
20
日（
月
）午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
あ

や
べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第
２

会
議
室
（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町

三
丁
目
）。
主
催
／
綾
部
市
精
神

保
健
家
族
会
。
対
象
／
綾
部
市
在

住
の
人
。

問
同
会
会
長
　
上
原
光

　
☎（
49
）０
１
５
５

　
障
害
者
支
援
課

　
☎（
42
）４
３
１
８

請
期
間
／
２
月
１
日（
水
）〜
28

日（
火
）。
申
請
書
／
中
丹
東
保

健
所
（
舞
鶴
市
）
と
中
丹
広
域
振

興
局
綾
部
地
域
総
務
防
災
課
（
川

糸
町
）
で
配
布
。
そ
の
他
／
詳
し

く
は
同
保
健
所
へ
。

問
同
保
健
所
福
祉
課

　
☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

知
事
と
新
入
学
児
童
等
の
つ
ど
い

　
府
は
「
ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま

す
知
事
と
新
入
学
児
童
等
の
つ
ど

い
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
知
事
と
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
記
念
品
贈
呈
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
３
月
５
日（
日
）午
前
10

時
45
分
〜
午
後
２
時
20
分
。
場
所

／
ル
ビ
ノ
京
都
堀
川
　（
京
都

市
）。
申
し
込
み
／
は
が
き
に「
新

入
学
児
童
の
つ
ど
い
参
加
希
望
」

と
明
記
し
▽
住
所
▽
電
話
番
号
▽

保
護
者
名
▽
新
入
学
児
童
と
同
行

す
る
兄
弟
姉
妹
の
名
前
・
フ
リ
ガ

ナ
・
現
学
年
・
生
年
月
日
・
性
別

▽
交
通
手
段
と
経
費
（
片
道
分
）

▽
参
加
人
数―

を
書
い
て
１
月
31

日（
火
）ま
で
に
郵
送
。
あ
て
先

／
〒
６
０
４―

０
８
７
４ 

京
都

市
中
京
区
竹
屋
町
通
烏
丸
東
入
る

清
水
町
３
７
５
京
都
府
立
総
合
社

会
福
祉
会
館
内
、
京
都
府
母
子
寡

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

　
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
出
張
相
談
会
を
開
催
し
、

が
ん
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
乗
っ
て
い
ま
す
。

日
時
／
２
月
16
日（
木
）。
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／

府
中
丹
東
保
健
所
（
舞
鶴
市
）。

相
談
員
／
保
健
師
か
看
護
師
。
相

談
料
／
無
料
。
申
し
込
み
／
前
日

の
午
後
４
時
ま
で
に
府
が
ん
総
合

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。
そ
の
他

／
月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正

午
と
午
後
１
時
〜
４
時
、
電
話
や

対
面
に
よ
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）。

問
同
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０（
０
７
８
）３
９
４

高
校
生
給
付
型
奨
学
金
（
１
次
）

　
府
は
、
高
校
生
を
対
象
に
奨
学

金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
生
活
保
護
世
帯
。
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
う
ち
▽
ひ
と
り
親

世
帯
▽
障
害
者
世
帯
（
父
母
か
そ

の
一
方
が
身
体
障
害
３
級
以
上
な

ど
）▽
児
童
世
帯
▽
長
期
療
養
者

世
帯―

ほ
か
支
給
要
件
あ
り
。
申

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

市
・
府
民
税
の
申
告
受
付
・
相
談

　
市
は
、
令
和
４
年
分
の
市
・
府

民
税
の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
／
２
月
16
日（
木
）〜
３
月
15

日（
水
）の
平
日
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
（
午
前
８

時
30
分
開
場
）。
場
所
／
市
役
所

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
２
階
。
申

告
に
必
要
な
書
類
／
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
（
も
し
く
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
書

類
）、
源
泉
徴
収
票
（
給
与
所
得

者
、
年
金
受
給
者
）、
生
命
保
険

料
や
地
震
保
険
料
の
控
除
証
明

書
、
医
療
費
控
除
明
細
書
な
ど
。

そ
の
他
／
農
業
、
営
業
、
不
動
産

等
の
収
支
内
訳
書
や
医
療
費
控
除

の
明
細
書
は
、
自
宅
で
作
成
し
て

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

　
☎（
42
）４
２
３
５

過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資

産
税
の
課
税
免
除

　
令
和
４
年
４
月
１
日
に
綾
部
市

が
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
市
内
に
お
い
て
「
製
造

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス

1213

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

婦
福
祉
連
合
会
（
母
子
家
庭
）
か

京
都
府
民
生
児
童
委
員
協
議
会

（
父
子
家
庭
）
へ
。
そ
の
他
／
京

都
市
在
住
者
を
除
く
。昼
食
付
き
。

欠
席
者
は
記
念
品
な
し
。
旅
費
は

一
部
主
催
者
負
担
。

問
府
中
丹
東
保
健
所
福
祉
課

　
☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

１
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
０
９
２
３
人
（
男
１

４
８
３
３
、
女
１
６
０
９
０
）
。

世
帯
数
は
１
３
７
５
５
世
帯
で
す
。

令
和
４
年
の
火
災
発
生
件
数
は

９
件
（
建
物
５
件
）
で
し
た
。

12
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
４
４
５
㌧
（
前
年
比
３
・

１
㌫
増
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
94
㌧
（
同
６
・
２
㌫

増
）
で
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
口
・
火
災

募
集

家
庭
ご
み
の
処
理
量

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

介護予防から終末期までの
ライフサポートが、
私たちの仕事です。

LINEで相談！福祉の仕事のいろはのい
松寿苑「福祉のお仕事」相談窓口
ラインID　ayabeshojuen採用に関する情報をまとめた

ホームページをチェック！
https://ayabe-shojuen.com TEL080-8346-8052

問
同
課

　
☎（
42
）４
３
２
６

図
書
館
臨
時
休
館

　
図
書
館
は
、
年
に
一
度
の
蔵
書

点
検
の
た
め
、
次
の
期
間
休
館
し

ま
す
。

休
館
日
／
２
月
20
日（
月
）〜
28
日

（
火
）。
そ
の
他
／
休
館
中
の
本
の

返
却
は
、
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
返
却
ポ
ス
ト
は
、
時

間
に
関
係
な
く
利
用
で
き
ま
す
。

問
図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　
F（
42
）４
５
７
０

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
就
職
フ
ェ
ア

　
福
祉
職
場
就
職
フ
ェ
ア
実
行
委

員
会
は
、
き
ょ
う
と
福
祉
人
材
育

成
認
証
制
度
の
上
位
認
証
・
認
定

法
人
が
出
展
す
る
「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
就
職
フ
ェ
ア
」（
福
祉
関
連
合

同
就
職
説
明
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

予
約
不
要
、
入
場
無
料
で
す
。
多

数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
３
月
５
日（
日
）午
後
１
時

〜
４
時
30
分
。
場
所
／
み
や
こ
め

っ
せ
（
京
都
市
）。
対
象
／
学
生

（
令
和
６
年
３
月
卒
業
予
定
者

等
）、
一
般
求
職
者
、
福
祉
・
医

療
系
有
資
格
者
等
。
内
容
／
出
展

に
、
お
む
つ
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
「
確
認
書
」
を
発
行

し
ま
す
。
お
む
つ
代
の
医
療
費
控

除
が
初
め
て
の
人
は
、
主
治
医
の

｢

お
む
つ
使
用
証
明
書｣

が
必
要
で

す
。
障
害
者
・
特
別
障
害
者
控
除

／
65
歳
以
上
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
「
身
体

障
害
者
等
に
準
ず
る
」
と
市
が
認

定
し
た
人
に
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
６
１

人
権
教
育
講
演
会

　
市
人
権
教
育
推
進
連
絡
協
議
会

と
市
、
市
教
育
委
員
会
は
、
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向

け
、
人
権
教
育
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
／
２
月
18
日（
土
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
中
丹

文
化
会
館（
里
町
）。
演
題
／「
ひ

と
り
ぼ
っ
ち
の
い
な
い
ま
ち
づ
く

り
〜
高
槻
富
田
地
区
の
取
り
組
み

〜
」。
講
師
／
岡
本
工
介
さ
ん（
タ

ウ
ン
ス
ペ
ー
ス
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｗ
Ａ
Ｋ
業

務
執
行
理
事
兼
事
務
局
長
）。
そ

の
他
／
要
約
筆
記
あ
り
。
手
話
・

保
育
ル
ー
ム
を
希
望
す
る
場
合
は

１
月
31
日（
火
）ま
で
に
社
会
教
育

課
へ
。

業
」「
旅
館
業
」「
農
林
水
産
物
等

販
売
業
」「
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
等
」

の
用
に
供
す
る
一
定
規
模
以
上
の

設
備
を
令
和
４
年
12
月
19
日
以
降

に
取
得
等
し
た
場
合
、
そ
の
設
備

に
か
か
る
固
定
資
産
税
（
土
地
、

家
屋
、
償
却
資
産
）
に
つ
い
て
課

税
免
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
青
色
申
告
書
を
提
出

す
る
事
業
者
で
一
定
の
要
件
を
満

た
し
た
場
合
）。

課
税
免
除
の
期
間
／
対
象
と
な
る

固
定
資
産
を
取
得
等
し
た
日
以

降
、
初
め
て
課
税
さ
れ
る
べ
き
年

度
か
ら
３
年
度
分
。
申
請
／
毎
年

１
月
31
日
ま
で
に
申
請
書
と
必
要

書
類
を
添
付
し
、
税
務
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
４

確
定
申
告
に
必
要
な
書
類
を
発
行

　
市
は
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、
確

定
申
告
で
税
控
除
の
申
告
を
す
る

人
に
、
確
認
書
や
認
定
書
を
発
行

し
ま
す
。
発
行
は
無
料
で
す
。
必

要
な
人
は
、
該
当
す
る
か
ど
う
か

高
齢
者
支
援
課
で
事
前
に
確
認
の

上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
／
確
定

申
告
で
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

を
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
人

法
人
ブ
ー
ス
で
、
人
事
担
当
者
や

先
輩
職
員
か
ら
具
体
的
な
話
が
聞

け
ま
す
。
そ
の
他
／
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
配
慮
し

て
開
催
し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
シ
ス
テ
ム
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
参
加

も
で
き
ま
す
。

問
府
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
７
５（
２
５
２
）６
２
９
７

　
F
０
７
５（
２
５
２
）６
３
１
２

日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
を
相
談

し
ま
せ
ん
か

　
綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は

「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
家
族

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
同
じ

立
場
の
家
族
や
京
都
府
こ
こ
ろ
の

健
康
推
進
員
が
、
精
神
障
害
者
の

い
る
家
族
が
持
つ
日
ご
ろ
の
悩
み

な
ど
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
２
月
20
日（
月
）午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
あ

や
べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第
２

会
議
室
（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町

三
丁
目
）。
主
催
／
綾
部
市
精
神

保
健
家
族
会
。
対
象
／
綾
部
市
在

住
の
人
。

問
同
会
会
長
　
上
原
光

　
☎（
49
）０
１
５
５

　
障
害
者
支
援
課

　
☎（
42
）４
３
１
８

請
期
間
／
２
月
１
日（
水
）〜
28

日（
火
）。
申
請
書
／
中
丹
東
保

健
所
（
舞
鶴
市
）
と
中
丹
広
域
振

興
局
綾
部
地
域
総
務
防
災
課
（
川

糸
町
）
で
配
布
。
そ
の
他
／
詳
し

く
は
同
保
健
所
へ
。

問
同
保
健
所
福
祉
課

　
☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

知
事
と
新
入
学
児
童
等
の
つ
ど
い

　
府
は
「
ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま

す
知
事
と
新
入
学
児
童
等
の
つ
ど

い
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
知
事
と
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
記
念
品
贈
呈
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
３
月
５
日（
日
）午
前
10

時
45
分
〜
午
後
２
時
20
分
。
場
所

／
ル
ビ
ノ
京
都
堀
川
　（
京
都

市
）。
申
し
込
み
／
は
が
き
に「
新

入
学
児
童
の
つ
ど
い
参
加
希
望
」

と
明
記
し
▽
住
所
▽
電
話
番
号
▽

保
護
者
名
▽
新
入
学
児
童
と
同
行

す
る
兄
弟
姉
妹
の
名
前
・
フ
リ
ガ

ナ
・
現
学
年
・
生
年
月
日
・
性
別

▽
交
通
手
段
と
経
費
（
片
道
分
）

▽
参
加
人
数―

を
書
い
て
１
月
31

日（
火
）ま
で
に
郵
送
。
あ
て
先

／
〒
６
０
４―

０
８
７
４ 

京
都

市
中
京
区
竹
屋
町
通
烏
丸
東
入
る

清
水
町
３
７
５
京
都
府
立
総
合
社

会
福
祉
会
館
内
、
京
都
府
母
子
寡

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

　
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
出
張
相
談
会
を
開
催
し
、

が
ん
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
乗
っ
て
い
ま
す
。

日
時
／
２
月
16
日（
木
）。
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／

府
中
丹
東
保
健
所
（
舞
鶴
市
）。

相
談
員
／
保
健
師
か
看
護
師
。
相

談
料
／
無
料
。
申
し
込
み
／
前
日

の
午
後
４
時
ま
で
に
府
が
ん
総
合

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。
そ
の
他

／
月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正

午
と
午
後
１
時
〜
４
時
、
電
話
や

対
面
に
よ
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）。

問
同
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０（
０
７
８
）３
９
４

高
校
生
給
付
型
奨
学
金
（
１
次
）

　
府
は
、
高
校
生
を
対
象
に
奨
学

金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
生
活
保
護
世
帯
。
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
う
ち
▽
ひ
と
り
親

世
帯
▽
障
害
者
世
帯
（
父
母
か
そ

の
一
方
が
身
体
障
害
３
級
以
上
な

ど
）▽
児
童
世
帯
▽
長
期
療
養
者

世
帯―

ほ
か
支
給
要
件
あ
り
。
申

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

市
・
府
民
税
の
申
告
受
付
・
相
談

　
市
は
、
令
和
４
年
分
の
市
・
府

民
税
の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
／
２
月
16
日（
木
）〜
３
月
15

日（
水
）の
平
日
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
（
午
前
８

時
30
分
開
場
）。
場
所
／
市
役
所

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
２
階
。
申

告
に
必
要
な
書
類
／
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
（
も
し
く
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
書

類
）、
源
泉
徴
収
票
（
給
与
所
得

者
、
年
金
受
給
者
）、
生
命
保
険

料
や
地
震
保
険
料
の
控
除
証
明

書
、
医
療
費
控
除
明
細
書
な
ど
。

そ
の
他
／
農
業
、
営
業
、
不
動
産

等
の
収
支
内
訳
書
や
医
療
費
控
除

の
明
細
書
は
、
自
宅
で
作
成
し
て

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

　
☎（
42
）４
２
３
５

過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資

産
税
の
課
税
免
除

　
令
和
４
年
４
月
１
日
に
綾
部
市

が
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
市
内
に
お
い
て
「
製
造

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス

1213

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

婦
福
祉
連
合
会
（
母
子
家
庭
）
か

京
都
府
民
生
児
童
委
員
協
議
会

（
父
子
家
庭
）
へ
。
そ
の
他
／
京

都
市
在
住
者
を
除
く
。昼
食
付
き
。

欠
席
者
は
記
念
品
な
し
。
旅
費
は

一
部
主
催
者
負
担
。

問
府
中
丹
東
保
健
所
福
祉
課

　
☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

１
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
０
９
２
３
人
（
男
１

４
８
３
３
、
女
１
６
０
９
０
）
。

世
帯
数
は
１
３
７
５
５
世
帯
で
す
。

令
和
４
年
の
火
災
発
生
件
数
は

９
件
（
建
物
５
件
）
で
し
た
。

12
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
４
４
５
㌧
（
前
年
比
３
・

１
㌫
増
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
94
㌧
（
同
６
・
２
㌫

増
）
で
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
口
・
火
災

募
集

家
庭
ご
み
の
処
理
量

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン



読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
勉
強
会

■日 

２
月
14
日（
火
）■時 
14
時
〜
16
時

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

２
月
15
日（
水
） 

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人
。
持

ち
物
は
タ
オ
ル
、
飲
み
物

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

介
護
者
家
族
教
室

■日 

２
月
17
日（
金
）■時 

13
時
30
分
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申
■問 

中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　☎（
43
）２
８
８
８
F（
43
）２
８
８
２

め
た
ぼ
ら
会

■日 

２
月
22
日（
水
）■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

74
歳
以
下
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
関
心
の
あ
る
人
対
象
。
定

員
20
人

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

２
月
28
日（
火
）■時 

13
時
〜
14
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円

■申
■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

茗
荷
祭

■日 
２
月
３
日（
金
）■時 

10
時
30
分
〜

■場 
阿
須
々
岐
神
社
（
金
河
内
町
）

■問 
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

大
本
節
分
大
祭

■日 

２
月
３
日（
金
）

■時 

18
時
30
分
〜

■日 

２
月
４
日（
土
）＝
豆
ま
き

■時 

４
時
ご
ろ
〜

■場 

大
本
本
部
（
本
宮
町
）

■問 

大
本
本
部
☎（
42
）０
１
８
７

筍
祭

■日 

２
月
４
日（
土
）■時 

10
時
30
分
〜

■場 

篠
田
神
社
（
篠
田
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

第
66
回
綾
部
市
茶
香
服
大
会

■日 

２
月
４
日（
土
）■時 

12
時
30
分
〜

■場 

Ｊ
Ａ
京
都
に
の
く
に
茶
業
セ
ン
タ

ー
（
宮
代
町
）

■問 

綾
部
市
茶
生
産
組
合
連
合
会
事
務
局

　☎（
49
）１
１
０
５

綾
部
稲
荷
社
初
午
大
祭

■日 

２
月
５
日（
日
）■時 

11
時
〜

■場 

綾
部
稲
荷
社
（
西
町
一
丁
目
）

■問 

綾
部
稲
荷
社
奉
賛
会

　☎（
42
）０
７
０
１

京
都
産
業
大
学
事
業
報
告
会

■日 

２
月
７
日（
火
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

北
部
産
業
創
造
セン
タ
ー（
青
野
町
）

■問 

企
画
政
策
課
☎（
42
）４
２
１
７

軽
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日 

２
月
12
日（
日
）■時 

13
時
30
分
〜

■場 

舞
鶴
市
総
合
文
化
会
館
（
舞
鶴
市
）

※

入
場
料
は
一
般
５
０
０
円
、
高
校

生
以
下
３
０
０
円

■問 
中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５

　F（
42
）７
７
８
３

脳
イ
キ
イ
キ
！
音
読
の
会

■日 

２
月
15
日（
水
）

■時 

14
時
15
分
〜
15
時
15
分

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

※

先
着
14
人

■申
■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

綾
部
厄
除
大
祭

■日 

２
月
17
日（
金
）■時 

９
時
〜
21
時

■日 

２
月
18
日（
土
）■時 

７
時
〜
21
時

■場 

厄
除
神
社
（
上
野
町
）

■問 

若
宮
神
社
☎（
42
）７
１
８
９

上
谷
厄
神
神
社
大
祭

■日 

２
月
18
日（
土
）■時 

10
時
〜
15
時

■場 

上
谷
厄
神
神
社
（
下
八
田
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 

２
月
１
、
15
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

女
性
相
談

■日 

２
月
１
、
15
日（
水
）

■時 

１
日
＝
13
時
20
分
〜
16
時
10
分
、

　15
日
＝
14
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
は
１
日
３
人
、
15
日
２
人
。

１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

　F（
42
）２
０
３
０

育
児
相
談

■日 

２
月
７
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
４
カ
月
〜
就
学
前
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
対
象
。
歯
科
相
談

あ
り

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

交
通
事
故
相
談

■日 

２
月
８
、
22
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

空
き
家
相
談
会

■日 

２
月
９
日（
木
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。先
着
２
組
。

申
し
込
み
は
２
月
２
日（
木
）ま
で

■申
■問 

定
住
・
地
域
政
策
課

　☎（
42
）４
２
７
０

人
権
相
談

■日 

２
月
10
日（
金
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
２
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

司
法
書
士
無
料
相
談

■日 

２
月
11
日（
土・祝
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
民
セ
ン
タ
ー
（
あ
や
べ
・
日
東

精
工
ア
リ
ー
ナ
、
西
町
三
丁
目
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

就
職
相
談

■日 

２
月
14
、
21
日（
火
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

14
日
＝
市
役
所
１
階
会
議
室
、
21

日
＝
市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

耳
の
こ
と
相
談

■日 

２
月
14
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

調
停
相
談

■日 

２
月
15
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

２
月
15
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

法
律
相
談

■日 

２
月
16
日（
木
）■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
２
月
９
日（
木
）〜
。

　先
着
10
人
。
１
人
20
分

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

行
政
相
談

■日 

２
月
20
日（
月
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

２
月
22
日（
水
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

３
月
７
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
２
月
28
日（
火
）〜

　３
月
３
日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

２
月
５
日（
日
）■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目

　☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■日 

２
月
２
、
９
、
16
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民・国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

　（42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税・料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

12
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

《
図
書
館
に
》

日
東
精
工（
井
倉
町
）
児
童
書
82
冊

《
地
域
振
興
基
金
に
》

堀
義
典
（
青
野
町
） 

30
万
円

「
四
尾
嶺
に
響
け
‼
友
情
の
歌
声
」

実
行
委
員
会
（
大
阪
府
）

 

13
万
７
６
２
４
円

亀
甲
家
（
本
町
三
丁
目
） 

５
万
円

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

高
橋
武
治
（
千
葉
県
） 

５
万
円

渡
辺
正
道
（
十
倉
向
町
） 

１
万
円

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

３
０
２
件 

１
３
７
２
万
３
千
円

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

1415

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

相

　談

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
2
〜
3
月
上
旬
〉

無
料
開
放

窓
口
延
長

市ホームページに掲載する
バナー広告を募集します。
1枠縦60ピクセル、横183ピクセル
詳しくはお問い合わせください。

〈問い合わせ〉秘書広報課　電話（42）4205

バナー広告
募集

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
勉
強
会

■日 

２
月
14
日（
火
）■時 
14
時
〜
16
時

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

２
月
15
日（
水
） 

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人
。
持

ち
物
は
タ
オ
ル
、
飲
み
物

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

介
護
者
家
族
教
室

■日 

２
月
17
日（
金
）■時 

13
時
30
分
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申
■問 

中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　☎（
43
）２
８
８
８
F（
43
）２
８
８
２

め
た
ぼ
ら
会

■日 

２
月
22
日（
水
）■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

74
歳
以
下
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
関
心
の
あ
る
人
対
象
。
定

員
20
人

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

２
月
28
日（
火
）■時 

13
時
〜
14
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円

■申
■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

茗
荷
祭

■日 
２
月
３
日（
金
）■時 

10
時
30
分
〜

■場 
阿
須
々
岐
神
社
（
金
河
内
町
）

■問 
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

大
本
節
分
大
祭

■日 

２
月
３
日（
金
）

■時 

18
時
30
分
〜

■日 

２
月
４
日（
土
）＝
豆
ま
き

■時 

４
時
ご
ろ
〜

■場 

大
本
本
部
（
本
宮
町
）

■問 

大
本
本
部
☎（
42
）０
１
８
７

筍
祭

■日 

２
月
４
日（
土
）■時 

10
時
30
分
〜

■場 

篠
田
神
社
（
篠
田
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

第
66
回
綾
部
市
茶
香
服
大
会

■日 

２
月
４
日（
土
）■時 

12
時
30
分
〜

■場 

Ｊ
Ａ
京
都
に
の
く
に
茶
業
セ
ン
タ

ー
（
宮
代
町
）

■問 

綾
部
市
茶
生
産
組
合
連
合
会
事
務
局

　☎（
49
）１
１
０
５

綾
部
稲
荷
社
初
午
大
祭

■日 

２
月
５
日（
日
）■時 

11
時
〜

■場 

綾
部
稲
荷
社
（
西
町
一
丁
目
）

■問 

綾
部
稲
荷
社
奉
賛
会

　☎（
42
）０
７
０
１

京
都
産
業
大
学
事
業
報
告
会

■日 

２
月
７
日（
火
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

北
部
産
業
創
造
セン
タ
ー（
青
野
町
）

■問 

企
画
政
策
課
☎（
42
）４
２
１
７

軽
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日 

２
月
12
日（
日
）■時 

13
時
30
分
〜

■場 

舞
鶴
市
総
合
文
化
会
館
（
舞
鶴
市
）

※

入
場
料
は
一
般
５
０
０
円
、
高
校

生
以
下
３
０
０
円

■問 
中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５

　F（
42
）７
７
８
３

脳
イ
キ
イ
キ
！
音
読
の
会

■日 

２
月
15
日（
水
）

■時 

14
時
15
分
〜
15
時
15
分

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

※

先
着
14
人

■申
■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

綾
部
厄
除
大
祭

■日 

２
月
17
日（
金
）■時 

９
時
〜
21
時

■日 

２
月
18
日（
土
）■時 

７
時
〜
21
時

■場 

厄
除
神
社
（
上
野
町
）

■問 

若
宮
神
社
☎（
42
）７
１
８
９

上
谷
厄
神
神
社
大
祭

■日 

２
月
18
日（
土
）■時 

10
時
〜
15
時

■場 

上
谷
厄
神
神
社
（
下
八
田
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 

２
月
１
、
15
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

女
性
相
談

■日 

２
月
１
、
15
日（
水
）

■時 

１
日
＝
13
時
20
分
〜
16
時
10
分
、

　15
日
＝
14
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
は
１
日
３
人
、
15
日
２
人
。

１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

　F（
42
）２
０
３
０

育
児
相
談

■日 

２
月
７
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
４
カ
月
〜
就
学
前
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
対
象
。
歯
科
相
談

あ
り

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

交
通
事
故
相
談

■日 

２
月
８
、
22
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

空
き
家
相
談
会

■日 

２
月
９
日（
木
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。先
着
２
組
。

申
し
込
み
は
２
月
２
日（
木
）ま
で

■申
■問 

定
住
・
地
域
政
策
課

　☎（
42
）４
２
７
０

人
権
相
談

■日 

２
月
10
日（
金
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
２
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

司
法
書
士
無
料
相
談

■日 

２
月
11
日（
土・祝
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
民
セ
ン
タ
ー
（
あ
や
べ
・
日
東

精
工
ア
リ
ー
ナ
、
西
町
三
丁
目
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

就
職
相
談

■日 

２
月
14
、
21
日（
火
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

14
日
＝
市
役
所
１
階
会
議
室
、
21

日
＝
市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

耳
の
こ
と
相
談

■日 

２
月
14
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

調
停
相
談

■日 

２
月
15
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

２
月
15
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

法
律
相
談

■日 

２
月
16
日（
木
）■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
２
月
９
日（
木
）〜
。

　先
着
10
人
。
１
人
20
分

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

行
政
相
談

■日 

２
月
20
日（
月
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

２
月
22
日（
水
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

３
月
７
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
２
月
28
日（
火
）〜

　３
月
３
日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

２
月
５
日（
日
）■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目

　☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■日 

２
月
２
、
９
、
16
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民・国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

　（42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税・料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

12
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

《
図
書
館
に
》

日
東
精
工（
井
倉
町
）
児
童
書
82
冊

《
地
域
振
興
基
金
に
》

堀
義
典
（
青
野
町
） 

30
万
円

「
四
尾
嶺
に
響
け
‼
友
情
の
歌
声
」

実
行
委
員
会
（
大
阪
府
）

 

13
万
７
６
２
４
円

亀
甲
家
（
本
町
三
丁
目
） 

５
万
円

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

高
橋
武
治
（
千
葉
県
） 

５
万
円

渡
辺
正
道
（
十
倉
向
町
） 

１
万
円

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

３
０
２
件 

１
３
７
２
万
３
千
円
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1415

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

相

　談

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
2
〜
3
月
上
旬
〉

無
料
開
放

窓
口
延
長

市ホームページに掲載する
バナー広告を募集します。
1枠縦60ピクセル、横183ピクセル
詳しくはお問い合わせください。

〈問い合わせ〉秘書広報課　電話（42）4205

バナー広告
募集
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「綾部発情報すくらんぶる」は、綾部市の施策・制度・イベント・名所・活躍する個人や団体…など、綾部のホットな市政情報や
旬の話題を幅広くお届けします。

　明けましておめでとうございます。今回の情報すくらんぶるは、卯年に生
まれた年男・年女の皆さんに、新年の抱負を聞きました。

市民に聞く

大槻奈々子 さん（小貝町）
1975（昭和50）年生まれ

大槻那瑠 さん（小貝町）
2011（平成23）年生まれ

っと飛躍の１年になりますように！
2023年が
ぴょん

福井貞文 さん（陸合町）
1963（昭和38）年生まれ

健康第一！

野球も勉強も両方、
積極的に取り組める
年にしたい‼

好感度アップ目指して
頑張ります‼
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Let‘s enjoy!

自分との戦いに勝ち続ける！

チャレンジと冒険
の年にする！

村上龍葵 さん（青野町）
2011（平成23）年生まれ

りゅうき

石川好美 さん（西坂町）
1939（昭和14）年生まれ

新庄英一 さん（岡町）
1951（昭和26）年生まれ

木村清一 さん（中山町）
1927（昭和２）年生まれ

　村圭佑 さん（味方町）
1987（昭和62）年生まれ

な　る

山下千佳 さん（桜が丘一丁目）
1999（平成11）年生まれ

佐々木哲雄 さん（上八田町）
1975（昭和50）年生まれ

まめに楽しく
暮らしたい

元気に過ごす！

健康でお稽古を
続けられます
ように

思いやりの
心を大切に！

西八田分団一つになり、
地域のために頑張りたい！

津田青 さん（桜が丘一丁目）
1999（平成11）年生まれ

あおし


